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“進級おめでとう！！” 
 

校長 渡辺 宏 

連休が明け、ようやく春らしい日が続くようになり、学校生活として今年度最後の週となりました。 

先日行われました第６６回卒業式では、春の穏やかな気候の中、４９名の卒業生は、感動的である在校

生の大合唱に見送られ、晴れやかな表情で本校を卒業して行きました。 

本校の卒業式は、生徒が互いに祝い励まし合って喜びを共にし、厳粛で清新な気分が味わえる儀式的行事

として素晴らしい内容です。また、本校で培われてきた“精一杯がかっこいい”“感謝”“絆”“期待に応

える”“あきらめないかっこよさ”の校風は、当日歌われた卒業生や在校生合唱にしっかり現れておりま

した。今年も当日ご出席いただきましたご来賓や保護者の皆さまに、本校の積み重ねられて来た伝統に満

足いただけたことだと思います。 

振り返ってみますと、３学期だけでも、「百人一首大会」「受験」、「菅平移動教室（スキー教室）」、「学

年末考査」、「本校栄養士を講師にした食に関する実習」、「学習発表会（フェスティバル・校内作品展）」

等、短い期間にどの学年も多くの行事をこなさなくてならない学校生活。そのようなハードスケジュール

の中、進級準備委員会を中心に３年生に感謝の気持ちを込めて“最高の卒業式をつくろう”“卒業式を成

功させよう”。このようなムードが学校の進むべき方向として定着できたのは、昨年度の卒業式や進級に

向けた取組の成果からだと思います。 

生徒の総意で作り上げられた卒業式。代表生徒たちが伝えてくれた「わかれの言葉」は、３年間の思い

の事実や１・２年生に対する期待を籠めて誠実に伝えてくれました。その内容は、教職員、在校生、保護

者、ご来賓の方々にとても大きな感動を与えてくれました。卒業式を迎えるにあたり、卒業生の皆さん一

人一人が３年間という限られた時間の中、最高のチームワークをもって取り組んでくれた成果が、あのよ

うな素晴らしい卒業式に、今年もなったのです。 

東原中学校の平成２８年度は、生徒一人一人の意識と協力で大きな事故もなく、本日の修了式をもって

全ての授業を終えることができましたが、社会では、「いじめ」や「虐待」により、尊い命が失われたり、

多くの子どもたちの心が傷つく事故等が多く報道されました。生徒一人一人が「自分らしく生きること」

や「命の大切さ」を学び、将来に希望や夢を抱かせることに期待されている社会において、報道されたこ

とがあっては決してなりません。   

生徒の皆さん、本校に入学してから今日までを振り返ってみて月日が経つのは本当に早いものです。そ

う感じませんか？長い人生において中学校の３年間は大変短いものです。４月から２年生は３年生に、１

年生は２年生へと進級します。そして、皆さんは学年が上がると任される仕事が増え、責任が重くなりま

す。さらに、４月には東原中学校の生活に夢をふくらませた新入生が入学してきます。 

東原スピリットである“自由と責任”。一人一人の生徒がこの言葉の意味をしっかり受け止め、平成２

９年度も“生徒にとって理想の学び舎”となるよう、「一人一人の生徒が自覚をもって、新たな歴史を積

み重ね、一人一人の思いが実現する学校を創り上げて欲しい」と心から期待します。 

進級おめでとう！！ 

☆平成２９年度４月当初の予定について！ 

   ○始業式：４月６日（木）   ○入学式：４月７日（金）  



“平成 28 年度 教育調査結果報告 （抜粋）” 

毎年実施している教育調査（学校評価アンケート）の集計が終わりましたので、数値データについて

お知らせいたします。保護者の皆様方からも多くの回答をいただきました。お忙しい中ご提出くださり、

本当にありがとうございました。 

 

評価の方法は、質問項目について「肯定」「やや肯定」「どちらでもない」「やや否定」「否定」「回答不能」

のいずれかで評価し、「肯定」と「やや肯定」の回答の割合を肯定率（％）という数値で表しています。「ど

ちらでもない」という回答や「回答不能」についても全体数に含まれてしまうために、保護者の皆さまへ

の情報提供等が不足していると肯定率が低くなりがちですが、保護者の「子どもの学校生活に満足してい

る。(経営全般)」の項目ついて肯定率は昨年度と同様に高く、概ね評価されていると感じています。 

小中一貫教育の観点については肯定率が低く課題となっていますが、杉九小学校とはお互いに効果的な取

り組みについて情報交換を行い、それぞれの学校行事やイベントに生徒・児童の交流活動を組み入れること

で連携を深めています。今後は「すぎなみ小・中学生未来サミット」での活動を軸に、生徒会役員がリーダ

ーシップをとり「小中合同あいさつ運動」を盛り上げ、学校生活をより良くするための取り組みについて、

学校全体で推進していきます。 

ICT 機器活用の観点については、生徒の肯定率と保護者の肯定率との差が大きく表れています。各教科の

授業において ICT 機器を活用し、授業改善を推進していますが、授業を参観していただく機会が少ないこと

が原因ではないかと思われます。来年度は ICT公開授業を年 1回から３回（学期に 1 回）に増やし、保護者

や地域に伝えながら積極的に活用していきます。 

今後も、教育調査の数値に踊らされることがないように学校の課題を冷静に分析し、改善を図ってまい

ります。教育調査のアンケート以外にも気になることがございましたら、いつでもご意見をお聞かせいた

だけますよう、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 領 域 保護者肯定率 生徒肯定率 

１ 経営全般 ８１．２  

２ 小中一貫教育（実施状況） ３８．３  

３ 小中一貫教育（推進効果） ３７．７  

４ 特色ある教育活動 ５７．１  

５ 学校評価 ５５．８  

６ 学級経営 ５８．４ ７６．０ 

７ 個に応じた指導 ４２．９ ３５．３ 

８ 学習の成果  ８３．２ 

９ 学習評価 ６１．０ ５８．１ 

１０ 系統的・連続的指導  ６７．７ 

１１ 生活指導体制 ５０．０  

１２ 道徳教育 ６３．０ ４７．３ 

１３ 体育・健康教育 ７２．１ ４０．７ 

１４ 教育相談体制 ５６．５ ５９．９ 

１５ 特別支援教育（理解・啓発） ２０．８  

１６ 特別支援教育（交流及び共同学習）  ４４．９ 

１７ 学校安全（危機管理体制） ５１．３ ８３．２ 

１８ 施設設備（ICT機器活用） ４３．５ ７９．０ 

１９ 地域との協働 ６５．６ ５６．３ 


